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	１　 総則
	(1)  指針の目的
	(2)  基本理念
	(3)  用語の定義
	ア　 大津波
	イ　 津波
	ウ　 淀川洪水
	エ　 スーパー高潮
	オ　 大津波到達圏
	カ　 淀川洪水到達圏
	キ　 スーパー高潮到達圏
	ク　 耐震性のある建築物
	(ｱ)  昭和56年６月１日以降に建築確認を受けた物
	(ｲ)  昭和56年５月以前に建築確認を受けた物のうち、耐震診断を受け 耐震性が確認された物または耐震改修を完了した物

	ケ　 丈夫な建築物等
	(ｱ)  耐震性のある建築物のうち、鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の物
	(ｲ)  耐震性のある建築物で鉄骨造の物のうち、主に重量鉄骨が使用されている物
	(ｳ)  耐震化の完了している橋梁の高架部分、正蓮寺川公園の高台等

	コ　 大津波に対して安全な場所
	(ｱ)  大津波到達圏の外に立地する公園・広場・空地や耐震性のある建築物
	(ｲ)  大津波到達圏の中に立地する丈夫な建築物等における想定される津波の水位よりも高い場所

	サ　 淀川洪水に対して安全な場所
	(ｱ)  淀川洪水到達圏の外に立地する建築物等
	(ｲ)  淀川洪水到達圏の中に立地する耐震性のある建築物等における想定される洪水の水位よりも高い場所。ただし、家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）に立地する場合を除く。また、家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）に立地する場合は丈夫な建築物等に限る。

	シ　 スーパー高潮に対して安全な場所
	(ｱ)  スーパー高潮到達圏の外に立地する建築物等
	(ｲ)  スーパー高潮到達圏の中に立地する耐震性のある建築物等における想定される水位よりも高い場所。ただし、家屋倒壊等氾濫想定区域（国での検討が完了し大阪府による指定があるまでは暫定的に防潮堤付近とする）に立地する場合は丈夫な建築物等に限る。



	２　 災害別の避難指針（発災直後の避難先）
	(1)  地震
	ア　 大阪市に大津波警報が発表されたとき
	(ｱ)  自宅が大津波に対して安全な場所にある場合
	(ｲ)  自宅が大津波に対して安全な場所にない場合
	A　 前提条件
	(A)  大津波に対して安全な場所
	(B)  避難者及び避難に同行する者の移動速度も考慮の上、自宅から徒歩又は自転車で平常時には30分以内に避難できる場所。

	B　 優先度
	(A)  立地に関する条件（条件の良い場所から順に記載）
	a　 大津波到達圏の外にある場所
	b　 大津波到達圏に立地する場所のうち津波が去った後満潮時でも浸水していない経路で大津波到達圏の外まで移動可能な場所（海抜１m以上の経路のみで大津波到達圏の外まで移動可能な場所）
	c　 大津波到達圏に立地する場所のうち津波が去った後満潮時でも浸水の深さが１ｍ未満となる経路で大津波到達圏の外まで移動可能な場所（海抜０m以上の経路のみで大津波到達圏の外まで移動可能な場所）
	d　 その他

	(B)  居住性に関する条件（条件の良い場所から順に記載）
	a　 居住または宿泊を前提としている場所
	b　 居住または宿泊を前提としていないが風雨の影響を受けない場所
	c　 風雨の影響のある場所

	(C)  占有者との関係性に関する条件（条件の良い場所から順に記載）
	a　 自身の占有する建築物
	b　 親族・知人・勤務先等の占有する建築物等
	c　 大阪市の指定する一時避難場所のうち大津波からの避難が可能な場所（津波避難ビル等）
	d　 その他の建築物等




	イ　 大阪市に津波警報が発表されたとき
	ウ　 津波の心配がないとき
	(ｱ)  大規模火災が発生しているとき
	(ｲ)  大規模火災が発生していないとき
	A　 自宅が耐震性のある建築物である場合
	B　 その他の場合
	(A)  居住性に関する条件（条件の良い場所から順に記載）
	a　 居住または宿泊を前提としている場所
	b　 居住または宿泊を前提としていないが風雨の影響のない場所

	(B)  占有者との関係性等に関する条件（条件の良い場所から順に記載）
	a　 自身の占有する建築物
	b　 親族・知人・勤務先等の占有する建築物等
	c　 大阪市の指定する災害時避難所（学校等）
	d　 その他の建築物等





	(2)  台風・大雨による水害
	ア　 淀川洪水の発生が予想される場合
	(ｱ)  避難先
	A　 立地に関する条件 （条件の良い場所から順に記載）
	(A)  淀川洪水到達圏の外にある場所
	(B)  淀川洪水到達圏に立地する場所のうち各種警報の解除後に満潮時でも浸水していない経路で淀川洪水到達圏の外まで移動可能な場所（海抜１m以上の経路のみで淀川洪水到達圏の外まで移動可能な場所）
	(C)  淀川洪水到達圏に立地する場所のうち各種警報の解除後に満潮時でも浸水の深さが１ｍ未満となる経路で淀川洪水到達圏の外まで移動可能な場所（海抜０m以上の経路のみで淀川洪水到達圏の外まで移動可能な場所）
	(D)  その他

	B　 居住性に関する条件 （条件の良い場所から順に記載）
	(A)  居住または宿泊を前提としている場所
	(B)  居住または宿泊を前提としていないが風雨の影響を受けない場所
	(C)  風雨の影響のある場所

	C　 占有者との関係性等に関する条件 （条件の良い場所から順に記載）
	(A)  自身の占有する建築物
	(B)  親族・知人・勤務先等の占有する建築物等
	(C)  長時間滞在可能な施設（ホテル等）
	(D)  大阪市の指定する災害時避難所（学校等）
	(E)  大阪市の指定する一時避難場所のうち淀川洪水からの避難が可能な場所（津波避難ビル等）
	(F)  その他の建築物等
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